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 会  議  録 

会 議 名 令和５年度第１回小金井市史編さん委員会 

事 務 局 生涯学習課 文化財係 

開 催 日 時 令和５年５月１５日（月）午後２時から３時 

開 催 場 所 小金井市役所第二庁舎８０１会議室 

出 席 委 員 
根岸委員長 牛米副委員長 中嶋委員 日高委員 

井上委員 神山委員 大熊委員 

欠 席 委 員 なし 

事 務 局 員 碓井文化財係長 髙木文化財係主任（学芸員） 

傍 聴 の 可 否  可 傍 聴 者 数   ０名 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 

 

 

１ 報 告 

 ⑴ 令和４年度の事業報告について 

 

２ 議 題 

 ⑴ 令和５年度の事業計画について 

 

３ その他 

 ⑴ 梶家文書（寄託資料）の点検作業について 

 

４ 次回の市史編さん委員会日程 

   第２回 令和５年１０月３０日（月）午前１０時 

 

５ 配付資料 

 ⑴ 令和４年度の事業報告（資料１） 

 ⑵ 令和５年度の事業計画（資料２） 

 ⑶ 梶家文書の点検について報告（資料３） 
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会  議  結  果 

碓井文化財係長  皆さん、こんにちは。本日はお忙しい中、令和５年度第１回市史編さ

ん委員会にご出席を賜りまして、誠にありがとうございます。私は生涯

学習課文化財係長の碓井と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 まず、新しい委員をご紹介させていただきます。委員のうち、第３号

委員、市職員のうち副市長でございますが、前副市長の小沢が令和４年

１２月３１日付で副市長を退任いたしました。新たに令和５年４月１日

より神山副市長が着任しておりますので、引き続き委員ということでよ

ろしくお願いいたします。それでは神山副市長、簡単にご挨拶をお願い

いたします。 

神 山 委 員   改めましてこんにちは。令和５年４月１日付で副市長に着任いたしま

した神山伸一でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 小金井市につきましてはまだまだ不慣れではございますけれども、委

員の皆様にいろいろご指導いただきながらこの委員の任務を果たして

いきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

碓井文化財係長  ありがとうございました。 

 また、市史編さん事務局の体制につきましてですが、こちらは４月１

日付で人事異動がございまして、前生涯学習課長の関が会計課に異動と

なり、代わりに保育課より三浦真・新生涯学習課長が着任しております。

本日、委員の皆様にご挨拶申し上げるべきところではございますが、所

用のため、本日欠席させていただいてございます。大変恐縮ですが、ま

た次回以降、ご挨拶させていただければ、と思いますので、よろしくお

願いいたします。その他の体制につきましては変更ございません。 

 それではこの後の委員会の議事進行につきましてですが、根岸委員長

は本日ご出席いただける予定ではございましたが、まだお越しになられ

ていらっしゃらないため、本日の会議につきましては、牛米副委員長に

議事進行をお願いさせていただきたいと思います。それでは牛米副委員

長、よろしくお願いいたします。 

 

１ 報告 

⑴  令和４年度の事業報告について 

牛米副委員長  それでは、次第に沿って議事を進めてまいりたいと思います。まず、

「１ 報告」の「⑴ 令和４年度の事業報告について」につきまして、

事務局より説明をお願いいたします。 

髙木主任（学芸員）  それでは、「⑴ 令和４年度の事業報告について」につきまして、私

の方からご報告させていただきます。 

 令和４年度におきましても、非常に多くの事業を実施しておりますた

め、要点を絞った形でご報告させていただきます。 

 まず、「市史編さん委員会」につきましては、令和２～３年度におき

ましては、新型コロナウィルス感染症の感染拡大等の影響を受け、止む

を得ず開催を中止したこともございましたが、令和４年度におきまして
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は、無事に予定通り３回の会議を開催することができました。会議の場

では、今後の市史編さん事業の方向性等につきましてご議論をいただき

ました。 

 引き続きまして、各種事業結果につきましてご報告させていただきま

す。 

 まず、「市史編纂資料」の刊行につきましてです。例年作成、刊行を

行っている「市史編纂資料」につきまして、令和４年度においては、予

定通り「小金井市史編纂資料第６２編 梶野新田梶野家文書（５）」を

発刊することができました。内容は主に江戸時代の後半の、梶野町にあ

りました梶野新田に関わる古文書です。一部は玉川上水に関わる資料も

含まれています。 

なお、本資料につきましては、「翻刻」、即ち翻訳をして発刊してお 

ります。 

        続きまして、「古文書調査委託」につきましてです。本事業は、いわ 

ゆる古文書を読み解いて活字化する作業を行うものであり、本委員会の 

委員長でもある根岸氏に毎年度継続的にお願いさせていただいている 

事業です。令和４年度におきましては、梶野家文書の筆写を行っていま 

す。 

 続きまして、「市民協力員」につきましてです。こちらは、市民の中 

から、地域の歴史に精通した方を「市民協力員」という形で委嘱させて 

いただいているものですが、令和４年度におきましては、「閑野 寿幸 

氏」及び「美谷島 恵子氏」の２名に、古文書確認、石造物・地域史資 

料の調査等の活動を実施していただきました。 

 続きまして、「多摩郷土誌フェア」につきましてです。本事業は、東 

京都市社会教育課長会の主催事業であり、多摩地域の市町村が一堂に会 

し、各自治体が発刊している郷土誌または文化財のブックレット等を即 

売会形式で販売する図書販売会となっております。本事業につきまして 

は、新型コロナウィルス感染症の感染拡大等の影響を受け、令和２～３ 

年度におきましては、対面方式での販売会の開催を中止しておりました 

が、令和４年度におきましては、３年ぶりに対面方式での販売会を開催 

することができました。小金井市からは『小金井市史』など、これまで 

に発刊したものを販売することができました。 

 続きまして、「文化財保護事業」につきましてです。令和４年度は、 

文化財センターの秋の企画展におきまして、「梶家文書」の中から「梶 

家の絵図」というテーマでの企画展示を、令和４年１１月１日～１２月 

２８日の期間に開催いたしました。その成果の一部につきましては、「文 

化財センター通信」の中にも記載しております。 

        また、「地域史講座」につきましては、元・市史編さん事業調査員の 

「野口 淳氏」を講師に招き、「小金井のあけぼの：旧石器時代の野川 

流域」というタイトルで、全３回、無事に開催することができました。 

        続きまして、「貫井遺跡の公開」につきましてです。本事業につきま 

しては、令和５年３月１７日、３月２１日の２回、それぞれ対象者を分 
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けて実施いたしました。本事業は、「文化財保護事業」に位置づけられ 

ている事業ではございますが、「小金井市史」考古編においては、小金 

井の遺跡に関し、資料編に纏めていることから、遺跡見学会の中ではそ 

のこともＰＲをしつつ、特に若年層の市民に地域の歴史を知っていただ 

く、という目的で開催したものです。 

３月１７日の見学会は近隣の小学生及びその保護者等を対象とし、小 

学校の授業終了の時間に合わせ、放課後の時間に実施しました。 

        ３月２１日の事業は、「三楽公園周辺の歴史と自然環境を知ろう」と 

銘打ち、文化財行政を所管する生涯学習課と、今回発掘調査を行った三 

楽公園の管理を所管している環境政策課との共催で、両課の連携事業と 

して実施したものです。「遺跡」に限らず、公園を、そして周辺の緑地、 

豊かな緑を知っていただく機会としていただくことを目指した事業で、 

事業の成果の１つとして、マップを作成しております。 

通常、庁内他部署との共催で事業を実施する機会はあまり多くはあり 

ませんが、発掘調査を行ったエリアが公園であったことから、このよう 

な大変有意義なイベントを実施することができました。 

        最後に、「市史編さん委員会」の下に「編集委員会議」を設けており 

ます。令和４年度における「編集委員会議」におきましては、令和５年 

度以降の市史編さん事業の事業計画についてご議論をいただき、「小金 

井市史」の「ビジュアル版」の作成を今後目指していく、という方向性 

についてご議論いただきました。 

        私からの報告は以上です。 

牛米副委員長  ありがとうございました。 

 ただいまご説明いただいた内容につきまして、ご意見、ご質問等ござ

いますでしょうか？ 

日 高 委 員   「貫井遺跡の公開」につきまして、事業実施にあたり、広報はどのよ

うな形で行われたのでしょうか？ 

髙木主任（学芸員）  本事業の開催場所は、三楽公園内の、非常に狭いエリアであったこと

から、全力で広報に力を入れてしまうと、会場の収容能力が参加者数に

追い付かなくなってしまう事態も想定されたことから、広報としては非

常に狭い範囲の地元の地域の方々にチラシをお配りする程度に留め、市

報への掲載は敢えてしておりません。ただし、市公式ホームページ、ツ

イッター等での発信は行いました。実情といたしましては、発掘調査の

調査状況や途中経過との兼ね合いで、遺跡の公開を決定したのがかなり

直前であったことから、広報が追いつかなかった、という面もございま

した。 

 そのため、まずは近隣の小金井市立小金井第四小学校と調整させてい

ただき、令和５年３月１７日に、小学校の授業終了の時間に合わせ、放

課後の時間に、近隣の小学生及びその保護者等を対象とした遺跡見学会

を実施いたしました。そして、令和５年３月２１日開催の事業につきま

しては、小金井市立小金井第四小学校に通う児童の保護者の方、及び近

隣にお住まいの地域の方向けという形で、自治会や学校を通じて別途チ
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ラシ等にて周知いたしました。そして結果的に、当日は近隣にお住まい

の地域の方々に多くご来場いただきました。 

日 高 委 員   令和５年３月２１日開催の事業にご参加いただいた７２名の方々に

ついては、ほぼ近隣エリアにお住まいの方ということですね。 

髙木主任（学芸員）  お見込みの通りです。 

碓井文化財係長  少し補足させていただきますと、本事業に係る広報周知につきまして

は、時間的制約ももちろんございましたが、もう一つ、発掘現場が非常

に狭い、という実情もございました。そのため、可能であればできる限

り多くの方にお越しいただきたい、という思いもありながら、同時に安

全性の面でリスクを負うことも難しい、という実情もありましたことか

ら、本事業につきましては、近隣にお住まいの方々、及び近隣小学校に

通う児童のご家族の方々を対象とさせていただき、一定絞った形での広

報とさせていただきました。 

 以上です。 

牛米副委員長  場所的な制約については、対応がなかなか困難ではあるでしょう。 

大 熊 委 員   私からも少し補足させていただきます。今回の発掘現場は、公園内の

公共トイレの設置現場でしたので、面積的には２坪程度で大変狭いエリ

アであったこと、また、場所的にも公園の端の部分であったことから、

多くの方にお越しいただいた結果、お越しくださった方全員にきちんと

ご覧いただくことができなくなってしまう、という状況だけは避けたか

った、という思いがありました。 

また、今回の発掘現場において発見されたのは竪穴式住居跡が２件の 

みであり、令和４年３月に大規模な遺跡見学会を開催させていただいた 

平代坂遺跡と比較しても、遺構としての規模はかなり小規模であったこ 

とから、地域にお住まいの皆様や、近隣の小学校に通う児童の皆様に、 

地域の歴史にしっかりと触れていただく、ということに主眼を置いて、 

本事業を実施させていただきました。 

 さらに、地域にお住まいの皆様も、このエリアの地中には遺跡が眠っ 

ている、という事実をよくご存じいただいていて、近隣の小学校の児童 

も、休み時間等に校庭で遊んでいる際に土器の破片を発見し、校長室に 

持ち込んでくる、ということが日常茶飯事になっている、という状況も 

あり、決して大規模なイベントではありませんでしたが、その分中身の 

濃い事業とすることができた、と考えております。 

牛米副委員長  そのような「遺跡」や「文化財」が地域に根付いている場所で、この

ような事業を実施することで、地域の皆様に改めてその重要性を見直し

ていただく、ということは大変意義深いことであると考えます。 

        他にご意見・ご質問等ございますでしょうか？ 

委 員 全 員  （特になし） 

 

２ 議題 

 ⑴ 令和５年度の事業計画について 

牛米副委員長  それでは、引き続きまして「２ 議題」の「⑴ 令和５年度の事業計
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画について」につきまして、事務局より説明をお願いいたします。 

髙木主任（学芸員）  それでは、「令和５年度の事業計画について」につきまして、私の方

からご説明させていただきます。１項目ずつご説明させていただきま

す。 

 まず、「市史編さん委員会」につきましてご説明させていただきます。 

令和５年度におきましては、例年同様、年間３回の会議の開催を予定し 

ております。 

第１回につきましては令和５年５月１５日に開催させていただき、第 

     ２回につきましては令和５年１０月の開催、第３回につきましては令和 

     ６年２月の開催を予定しております。議事内容といたしましては、引き 

続き市史編さん事業に関わる内容につきましてのご協議をお願いさせ 

ていただくこととなります。また、市史編さんに関わる事業の結果等に 

関するご報告も合わせて行わせていただきます。 

引き続きまして、「編集委員会議」につきましてご説明させていただ 

きます。 

編集委員会議は、必要に応じて随時開催させていただく予定です。 

    内容といたしましては、令和４年度の「市史編さん委員会」及び「編 

集委員会議」における協議を通じて、今後「ビジュアル版 小金井市史」 

の刊行を目指していく、という方針は立てさせていただきましたが、そ 

のコンセプトや今後の作成スケジュール、役割分担等の細部につきまし 

ては、未だ調整段階でございますので、今後まず、編集委員会議におい 

て今後の方向性、中期的な刊行計画及び「ビジュアル版 小金井市史」 

の構成、レイアウト等を含めてご検討いただければ、と思います。 

その他、市史刊行物等についても、細部については編集委員会議の場 

でご協議をお願いさせていただきます。即ち、令和５年度の編集委員会 

議の場において、今後の市史刊行物等の中期的な刊行計画についてもご 

議論をいただきますので、何卒よろしくお願いいたします。 

引き続きまして、「古文書調査委託」につきましてご説明させていた 

     だきます。 

古文書調査委託につきましては、令和４年度以前に引き続き「梶野家 

文書」の調査をお願いさせていただきます。現時点においては、５～６ 

割程度の進捗状況となっており、今後も全部で１,０００点以上の古文 

書の調査を進めていきます。 

史料調査につきましては、『小金井市史』の編さんに当たり収集した 

古い史料、及び時代を問わず、近代・現代の古い文献史料につきまして 

は、随時調査を行っております。現在は「梶野家文書」に関する調査を 

進めているところです。 

    毎年度刊行している「市史編纂資料」につきましては、令和５年度は 

「梶野新田梶野家文書」の刊行を予定しております。 

    引き続きまして、「市民協力員の活動」につきましてご説明させてい 

     ただきます。 

市民協力員につきましては、現在「閑野 寿幸」氏、「美谷島 恵子」 
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氏にご活動いただいており、各々テーマに沿って市内の資料の調査及び 

収集にご協力をいただいています。市民の皆様には、市の方から古い資 

料の収集や市への寄贈・寄託のお願いはさせていただいておりますが、 

実際の現場の確認等につきましては、市民協力員のお二方にご協力をい 

ただきながら行っており、それを通じて新たな資料が発見されることも 

ございますので、市民協力員のお二方のご活動は市史編さん事業の肝で 

ある、と言っても過言ではないと考えております。 

引き続きまして、「調査員の活動」につきましてご説明させていただ 

       きます。 

調査員につきましては、現在「柏木 一朗」氏にお願いしており、よ 

       り専門性の高い部分・分野についての調査をお願いしております。今後、 

        収集した資料について内容を解析・分析する際には、この調査員の方を 

含めて検討させていただく形となります。 

引き続きまして、「多摩郷土誌フェア」につきましてご説明させてい 

       ただきます。 

多摩郷土誌フェアにつきましては、新型コロナウィルス感染症感染拡 

       大防止の観点からの開催中止が明けて、令和４年度より対面での開催を 

再開いたしましたが、令和５年度も引き続き開催予定となっておりま 

す。 

最後に、「文化財保護事業」につきましてご説明させていただきます。 

小金井市内北部を流れる玉川上水沿いに広がるヤマザクラ並木、「名 

       勝小金井（サクラ）」が国の名勝指定を受けたのが１９２４年で、令和 

６年（２０２４年）に名勝指定１００周年を迎えることから、市といた 

しましては現在、令和６年度に「名勝指定１００周年記念事業」を執り 

行わせていただきたい、と考えており、市内の代表的な事業者団体・奉 

仕団体からなる実行委員会を立ち上げさせていただきました。 

今後、令和６年１２月９日の名勝指定１００周年記念日当日に向け 

て、実行委員会の中で様々なご意見・ご議論をいただきながら様々な記 

念事業を展開することで、「名勝小金井桜」の文化財としての価値を改 

めて見直す貴重な機会とすると同時に、市が東京都や市民団体と連携 

し、整備事業を進めてきた玉川上水・小金井桜の、整備事業の結果とし 

ての整備状況をご覧いただく機会とすることも目指しています。 

      また、「名勝小金井桜」の存在や歴史をこの機会により多くの方に知 

っていただく機会としていくことももちろんですが、次世代に向けて貴 

重な歴史的遺産を残していく、そしてそれらを通じて、小金井市の魅力 

をＰＲしていくこと、小金井市が盛り上げていくことが本事業の最終的 

な目的となりますので、それに向けて今後、小金井市市史編さん事業に 

おいて作成した「小金井市史 資料編 小金井桜」等も活用させていた 

だきたいと考えております。 

  私からの説明は以上です。 

牛米副委員長  ありがとうございました。 

 ただいま、令和５年度の事業計画につきまして事務局からご説明をい
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ただきましたが、何かご質問、ご意見等はございますでしょうか？ 

市史編さん事業につきまして、これまで編集委員会議におきまして、 

今後、「ビジュアル版 小金井市史」として、子どもの学校教育の場に 

おいても活用できるようなものを刊行できないか、ということを検討し 

てきましたが、「ビジュアル版 小金井市史」に関する議論につきまし 

ては、令和５年度におきましても、編集委員会議の場でより具体的な議 

論を進めていく、という形になるのでしょうか？ 

髙木主任（学芸員）  牛込委員のおっしゃるとおりで、今後、編集委員会議において、事務

局よりある程度のテーマを設けさせていただきながら、参考資料等も作

成させていただきつつ、まずはじっくりとビジョンを固めることを目指

し、ご議論をお願いさせていただく、令和５年度につきましてはそのよ

うな１年にしてまいりたい、と考えております。 

牛米副委員長  分かりました。編集委員会議につきましては、今後、委員の皆様との

ご相談やすり合わせを進めていっていただければ、と思います。 

 他にご意見・ご質問等ございませんでしょうか？ 

大 熊 委 員   現在、市立小学校に通う児童の皆さんが小金井市の歴史に触れる機会

としては、小学校４年生用の教材である「わたしたちの小金井」という

冊子が最後になっており、児童の皆さんがそれ以上「小金井市の歴史に

ついて知りたい。」と考えたとしても、それ以上の資料がない、という

のが実情です。それからさらに興味を深めた中学生の生徒の皆さんが市

史に触れる場合、「小金井市史」で調べることになりますが、「小金井

市史」は大人でも読み解くことが難しいレベルであり、中学生の生徒の

皆さんにはかなりハードルが高い、と言わざるを得ません。 

そういった現状がある中で、児童・生徒の皆さんが小金井市の歴史に 

ついて学び進める上での階段が非常に高くなってしまっているので、 

「ビジュアル版 小金井市史」を作成することで、児童・生徒の皆さん 

はもちろん、一般の市民の皆様にも、『市史』に興味を持っていただく、 

学ぶきっかけとなれば、と考えています。同時に、「小金井市の歴史に 

ついて知りたい。」と考える児童・生徒の皆さんに対し、「市ではこん 

な資料を作成しています。」と提示する、という形ではなく、インター 

ネット等で自主的に資料を収集し、学ぶことができる状態になってい 

る、ということが大変重要であると考えています。 

 刊行手法として、紙の冊子とするのか、或いはＰＤＦ版をインターネ 

ット上で公開する形にするのか、そういった部分も含めて今後ご検討を 

お願いできれば、と考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたし 

ます。 

牛米副委員長  今の大熊委員のお話ですと、個人的には「紙媒体の刊行物」という形

を想定していたのですが、刊行手法としてインターネット等、別の形も

含めて今後検討していく、という形でよろしいのでしょうか？ 

大 熊 委 員   紙媒体、という形ですと、児童・生徒の皆さんが「小金井市の歴史に

ついて学びたい。」と考え、自分で調べていく際に、「図書館に行かな

ければならない。」「学校に３冊しかない。」という状況になってしま
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い、児童・生徒の皆さんの「個別最適化」が叶うのが非常に難しくなっ

てしまう、と考えています。そういった点はもちろん、改訂作業の際の

利便性、という観点からもインターネット上のホームページへの掲載に

ついてご検討いただければ、と考えているところです。 

 そして、個人的に最大の狙いとしているのは、児童・生徒の皆さんが

「クリック１回」で小金井市の歴史について学ぶ上での階段を１段上が

ることができる、そういった環境づくりができれば、と考えています。 

その階段をより上がりやすくするためにはどのようなものがよいの 

か、その部分の検討は編集委員の専門家の皆様にお願いさせていただけ 

れば、と考えておりますが、１つ市として、教育委員会としての狙いは 

そういった部分にある、ということも念頭にご検討いただければ、と考 

えております。 

牛米副委員長  ただ今の大熊委員のお話につきまして、何かご意見・ご質問等ござい

ませんでしょうか？ 

委 員 全 員  （特になし） 

牛米副委員長  「ビジュアル版 小金井市史」の作成につきましては、令和５年度に

おける一大事業の１つになると認識しておりますので、編集委員の皆

様におかれましては、ご協力をお願いさせていただく形になると思い

ますが、何卒よろしくお願いいたします。 

 また、ご説明いただきましたその他の事業につきましても、市史編

さん事業が一段落した後も、「市史編さん資料」の刊行や、資料調査

等の市民協力員の皆様の活動を例年通り継続している、というのは非

常に意義深いこと、と考えております。 

それでは改めまして、「令和５年度の事業計画について」につきまし 

て、何かご意見・ご質問等ございませんでしょうか？  

日 高 委 員   先ほどの大熊委員のお話に関してですが、個人的には「ビジュアル版

 小金井市史」については、「小金井市史」のホームページ版を作成す

るようなイメージを抱いていたところです。「小金井市史」のホームペ

ージを作成し、その中にコンテンツとして、市史編さん事業の中で収集

した多くの資料につき、古文書等も含めデジタル化したものがアップロ

ードされている、そういったものをイメージしていました。 

 「考古」を例にさせていただきますと、市史編さん事業における調査

の際に、かなり高精細の写真の撮影を行っていた経過がある一方、「小

金井市史」の冊子の中には、そのごく一部しか掲載されておらず、ＤＶ

Ｄの形ではつけられているに過ぎません。せっかくの貴重なそれらのデ

ータをホームページ上で検索し、閲覧することができれば、さらにそれ

らのデータと「小金井市史」をリンクで繋げ、ページ数がすぐ分かるよ

うな形になっているような形がベストなのではないか、と考えていま

す。 

 ただし、そのようなホームページを作成する場合、相当な容量が必要

になると見込まれますので、小金井市の公式ホームページ内に一コンテ

ンツとして作成する、という形はおそらく難しい、と考えますし、技術
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的にもおそらく専門業者に委託するレベルのものになるかと思います

ので、そういった部分の対応についても検討させていただきながら、同

時に内容についても検討していく、そのような形で進めていくのがよい

のでは、と考えます。 

 もちろん、「ホームページ」という形に無理やり拘る、ということで

はないですが、時代の要請に沿った形、ということを考えるのであれば、

やはりインターネットで検索できる形がベストではないか、と考えます

ので、内容面はもちろん、そういった刊行手法に関する部分につきまし

ても、今後編集委員の皆様のご意見もお伺いさせていただきながら進め

ていければ、と考えています。 

牛米副委員長  ありがとうございました。他にご意見・ご質問等ございませんでしょ 

うか？ 

中 嶋 委 員  私自身、何かを調べる際にはインターネットを活用することが多く、 

現代の小・中学生が何か調べ物をする、という前提に立つと、先ほどの 

大熊委員のお話は大変よく理解できますし、インターネット上のホーム 

ページへの掲載については必要ではないか、と考えます。 

 そして、私は現在、ある大学の年史編さん事業に携わらせていただい 

ていますが、その事業の中でもインターネット上のホームページへの掲 

載を行っています。ただ、膨大な量の資料のデータ化はかなり技術的な 

ハードルも高く、業務委託を行う際の委託料も相応の予算措置が必要に 

なりますし、請け負うことができる事業者も一定限られますので、そう 

いった部分についてもより具体的な検討が必要になると思います。 

大 熊 委 員   現在、本市の文化財センターには非常に多くの貴重な文化財が保管さ

れていますが、それらが常に閲覧可能な状況にあるかというとそうでは

なく、本当に貴重な文化財資料は、年２回開催している企画展の期間内

においてのみ展示することができている、というのが実情です。 

それらの文化財資料については、仮に通常のカメラで撮影した写真デ 

ータをインターネット上に掲載しても、閲覧に堪える質の画像にはなり 

ませんが、先ほど日高委員よりご指摘のあった高精細の機材で撮影した 

写真ですと、例えば古文書についてはズームアップして細かい文字まで 

読み取ることができますし、土器については３Ｄで回転させながら見 

ることも可能です。 

現在、近隣市の三鷹市においては実際にそのような事例があり、当然 

相応の予算措置が前提となる事業ではございますが、教育委員会といた 

しましてはぜひ検討していきたい、と考えております。 

神 山 委 員   ただいま委員の皆様からご意見をいただきました中で、文化財資料の

データベース化には相応の予算措置が必要となる、ということにつきま

してはよく理解できましたが、その規模につきましては、そのレベル感

によって大きく変わってくると思いますので、具体的な内容につきまし

ては、まず編集委員会議の場でご議論をいただいた上で、案を出してい

ただきながら調整させていただく形になるのでは、と思います。 

 「ビジュアル版 小金井市史」や文化財資料のデータベース等を公開
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するホームページができ、それを現在小金井市が有している資産の有効

活用にうまく繋げることができれば、文化財資料に限らず、さまざまな

分野の市の資産の活用にも繋がっていく可能性もある話なのではない

か、という印象は持っていますので、現状では予算面につきまして確約

できる状況ではございませんが、今後様々な前提について編集委員会議

の場で広くご議論をいただければ、と考えております。 

私からは以上です。 

牛米副委員長  ありがとうございました。 

 議論の始まりは「ビジュアル版 小金井市史」のＰＤＦ版のホームペ

ージ上での公開についてでしたが、その手法は「市史」という分野に留

まらず、様々な分野において活用していくことができる可能性があるの

ではないか、当然事業化に際しては相応の予算措置が前提となります

が、そのレベル感も含めて、今後編集委員会議の中で少し広めに議論を

進めていく、という形でよろしいでしょうか？  

（委員全員）  （異議なし） 

牛米副委員長  他にご意見・ご質問等ございませんでしょうか？ 

井 上 委 員   個人的には、「非常に夢のある話なのではないか。」という印象を持

ちました。 

例えば、私自身も「市史」を通して知ったのですが、市内の栗山公園 

の「栗山」の名前の由来は、その場所に大きな栗の木が存在していたこ 

とに由来している、といったような話を知ることから始めることができ 

る土壌が整えば、世代や市内在住期間等に関わらず、「市史」に楽しく 

触れていただくことができるのでは、と考えます。 

予算面や技術面の細かい話は正直よくわかりませんが、ホームページ 

を作成することによって可能性は広がっていくのでは、というイメージ 

は具体的に抱くことができますし、そのようなちょっとした部分から、 

何ができるのか検討していくことは大切ではないか、と考えました。 

大 熊 委 員   現在市では、令和６年１２月９日の「名勝小金井（サクラ）名勝指定

１００周年記念」に向けた様々な事業を計画していますが、「市史」の

中には、「小金井」にあるから「小金井桜」という名がついたのではな

く、桜があったからこそ現在のＪＲ武蔵小金井駅ができた、即ち、「小

金井桜」は小金井のまちの発展の礎のような存在である、という史実も

しっかりと書かれており、だからこそ、市としても今後も「名勝小金井

（サクラ）」の存在を大切にしていかなければいけない、と考えますし、

この記念事業を通じて、そのような市の歴史についても、多くの方に知

っていただきたい、と考えています。個人的には、「歴史を知る」とい

うことは「昔を知る」ということではなく、「未来を想像する」ことで

あると考えておりますので、「ビジュアル版 小金井市史」や文化財資

料のデータベース等を公開するホームページができることによって、何

時でも、誰でも「小金井市の歴史」に触れることができるようになるこ

とで、「未来を想像する」ことに繋げてまいりたいと考えております。 

牛米副委員長  非常に壮大な話ではございますが、今後、事務局も交えまして、編集
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委員会議の場で検討を進めていければ、と考えております。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 それでは、他にご意見・ご質問等ございませんでしょうか？ 

（委員全員）  （特になし） 

 

３ その他 

 ⑴ 梶家文書（寄託資料）の点検作業について 

牛米副委員長  それでは、「３ その他」の「⑴ 梶家文書（寄託資料）の点検作業

について」につきまして、事務局よりご説明をお願いいたします。 

髙木主任（学芸員）  それでは、「⑴ 梶家文書（寄託資料）の点検作業について」につき

まして、まずこれまでの経過を私の方からご説明させていただきます。 

「梶家文書」につきましては、江戸時代の文献史料の中では、小金井 

市においては一級資料に位置付けられているもので、江戸時代の小金井 

村の、特に初期の史料が豊富に残っており、小金井市内においては非常 

に重要な文献史料群です。その「梶家文書」につきまして、所有者であ 

る梶家より、令和４年度に「寄託」という形で一式をお預かりさせてい 

ただいています。梶家では、近年ご当主の方が替わられ、新しいご当主 

の方とご相談をさせていただく中で、「市史編さん事業において資料と 

してご活用いただければ。」というお言葉をいただき、現在は小金井市 

文化財センターにおいて保管し、内容について確認作業を進めさせてい 

ただいています。 

 その一部につきましては、令和４年の秋の企画展「梶家の絵図」にお 

いて公開させていただいており、また、「令和４年度 文化財センター 

通信 Ｎｏ.３」においても、「このような重要な古地図があるからこ 

そ、小金井の歴史を紐解くことができる。」ということを紹介させてい 

ただいています。 

「梶家文書」についてのこれまでの調査において「小金井村全図」が 

発見されており、現在の小金井市域に当たるエリアの江戸時代の地図 

が、パーツが少しずつ揃ってきています。それぞれの地図は、当時の各 

村において作成していたものですので、比較的正確なものであり、発見 

された「小金井村全図」につきましても、明治８年当時のものですので、 

基本的には江戸時代の内容を踏襲しているものであることは間違いな 

いと考えています。 

 このような形で、絵図資料につきましては先行して少しずつではござ 

いますが調査を進めております。 

 「梶家文書」は基本的には、「梶家」にまつわる江戸時代の古文書の 

総称です。現在までのところ、「梶家」においては江戸時代以前の中世、 

いわゆる室町時代以前の史料については確認されておりません。その点 

は今後の課題ではございますが、小金井市内において梶家は重要な古い 

家柄ですので、今後も調査を続けていきたいと思っております。 

      資料の寄託をいただきましたので、それに際して根岸委員長及び小金 

井市文化財保護審議会委員の太田委員に内容点検をお願いさせていた 
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だきました。 

 それでは、その際にご確認いただいた内容につきまして、根岸委員長 

よりご説明をお願いいたします。 

根岸委員長  梶家文書を拝見いたしましたが、『小金井市史 近世 資料編』の執

筆にあたり、「梶家文書」の内容を参考にさせていただきたい、と考え

ておりましたが、当時はその望みは叶いませんでした。ただし、重要な

史料として知られていたものでしたので、内容を拝見させていただき、

まず、近世初期以来の古い史料が多く残っていたことに非常に感銘を受

けました。 

 そして、梶家は中世の時代から小金井市域に土地を所有している、お

そらく小金井市域で一番古い家柄であり、また修験としても一族がいた

家でもあったことから、小金井の中世からの系譜が分かる家でもありま

した。だからこそ、市史編さん事業の際に「梶家文書」の内容を拝見で

きなかったことは非常に残念だったのですが、今回その内容を拝見させ

ていただいて、近世初期からの史料だけではなく、享保期の開発の際に、

梶家が梶野家を分家し、そして梶野新田を築いていった、現在翻刻作業

中の、約２，０００点の史料からなる「梶野新田梶野家文書」の前段階

の経過がよく分かる史料も含まれていました。 

 「梶家文書」につきましては、可能であれば是非全文の翻刻作業を行

い、その結果を早く公開することで、今後の市史に関する調査・研究に

活用していただくのがいいのではないか、と思います。 

 私からは以上です。 

牛米副委員長  ありがとうございました。 

 ただいま、根岸委員長及び事務局より、「梶家文書」に関する調査に

ついてご報告をいただきましたが、何かご意見・ご質問等ございますで

しょうか？ 

 市史編さん事業の際は「梶野家文書」を参考にさせていただきました

が、やはり現在までに確認されている中で、小金井市域においてもっと

も古い文書である「梶家文書」についての調査を開始することができた、

というのは感慨深いものがあります。 

        本件につきましては、現時点においては「報告」という受け止めでよ

いのでしょうか？ 

髙木主任（学芸員）  現時点においてはそれで問題ございません。「梶家文書」の重要性に

ついては、ただいま根岸委員からもご説明をいただきましたので、市と

いたしましては、今後、「梶家文書」に関する調査の計画を立てつつ、

場合によっては、時代毎にそれぞれご専門の委員の皆様にご協力をお願

いさせていただく可能性もあるかと思いますので、事前のご報告、とい

う形でご理解を賜れれば、と思います。 

本件につきましては、「市史編さん事業」のみの話に留まらず、「市 

史編さん事業」の中で調査を行った上で、「史料としての重要性につい 

て議論が必要」という判断に至った場合、「市指定有形文化財」への指 

定も視野に、小金井市文化財保護審議会においてもご審議をいただくこ 
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とも考えられますが、まずは「市史編さん事業」において基礎調査をし 

っかりと進めていくべき、というご見解を小金井市文化財保護審議会の 

太田委員からいただいております。 

牛米副委員長  わかりました。これまで内容を拝見する機会を得られなかった貴重な

史料を「寄託」という形でお預かりさせていただくことができましたの

で、「市史編さん事業」に携わる我々といたしましても、その歴史的価

値も含めてきちんと調査を行い、その上でその価値を守っていくことが

必要であると考えております。 

 本日の議題といたしましては以上となりますが、全体を通しまして、 

何か委員の皆様からご意見・ご質問等はございませんでしょうか？  

大 熊 委 員   本市の文化財行政におきましては、令和５年度は大きな動きが２点ご

ざいます。１点目は「名勝小金井（サクラ）名勝指定１００周年記念事

業」、そして２点目は、小金井市内に活動拠点を有する「江戸糸あやつ

り人形 結城座」に関する調査報告書作成業務でございます。「結城座」

に関する調査報告書作成業務につきましては、３～５年程度の長期的な

事業となりますが、まずは「これだけの長い歴史を持つ無形文化財が小

金井市に存在している。」ということを少しでも多くの市民の皆様に知

っていただくことからのスタートになるかと思いますが、それらの事業

につきましても、今後本委員会におきましても事業の進捗状況の報告は

随時行わせていただきますので、市史編さん委員会の委員の皆様におか

れましても、お力添えをお願いさせていただく場面などございました

ら、その際は何卒よろしくお願いいたします。 

牛米副委員長  ただいま大熊委員よりご紹介をいただきました「江戸糸あやつり人形

 結城座」に関する調査報告書作成業務につきましても、今後委員の皆

様にいろいろとご協力をいただくことがあるかもしれませんが、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 ほかに全体を通しましてご意見・ご質問等ございますでしょうか？ 

（委員全員）  （特になし） 

  

４ 次回の市史編さん委員会日程 

碓井文化財係長  それでは、令和５年度第２回市史編さん委員会の会議日程につきまし

て、私からご説明させていただきます。 

令和５年度第２回市史編さん委員会につきましては、令和５年１０月

２日（月） １４時から、小金井市役所第二庁舎８階 ８０１会議室に

て開催させていただきたいと思いますが、皆様、ご都合はいかがでしょ

うか？ 

（委員全員）  （異議なし） 

碓井文化財係長  それでは、開催時期が近くなりましたら開催通知等を送付させていた

だきますので、何卒よろしくお願いいたします。 

 それでは、本日もお忙しいところ市史編さん委員会にご出席賜りまし

てありがとうございました。 

 


